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６
月
定
例
会
一
般
質
問
（
要
約
）

議
会
だ
よ
り

　

役
場
庁
舎
の
建
設
の
必
要
性
が
迫
っ
て
い
る
。

ま
た
、
新
校
舎
の
完
成
で
元
黒
木
小
学
校
、
元

浦
郷
小
学
校
の
跡
地
利
用
の
問
題
が
急
が
れ
る
。

夫
々
を
個
別
に
考
え
る
の
で
は
な
く
、
総
合
的
な

計
画
を
作
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。

　

特
に
役
場
庁
舎
は
、
①
津
波
の
影
響
が
な
い
こ

と
。
②
国
道
に
面
し
て
い
る
こ
と
。
③
取
得
が
容

易
で
あ
る
こ
と
。
か
ら
考
え
る
と
、
建
設
場
所
は

限
定
さ
れ
、
地
区
の
エ
ゴ
等
に
よ
る
問
題
は
生
じ

な
い
と
思
う
。

　

庁
舎
を
中
心
と
し
た
町
の
設
計
を
行
う
べ
き
時

と
思
う
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

　

新
校
舎
建
設
後
の
旧
黒
木
・
浦
郷
両
校
舎
の
跡

地
利
用
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
６
月
定
例
会
で
も

質
問
が
さ
れ
て
お
り
、
旧
美
田
小
学
校
の
利
活
用

策
定
ま
で
の
流
れ
と
同
様
に
進
め
て
行
く
旨
の
回

答
を
し
て
い
る
。

　

現
在
の
状
況
は
、
今
年
３
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

校
区
の
区
長
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
協
議
を
行
っ

た
。
そ
の
中
に
、
役
場
庁
舎
を
含
め
た
総
合
的
な

計
画
を
作
っ
た
ら
ど
う
か
と
の
意
見
も
あ
り
、
両

学
校
跡
地
の
利
活
用
案
策
定
に
つ
い
て
は
、
再
度
、

協
議
し
な
が
ら
進
め
て
行
く
。

　

な
お
、
校
庭
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
総
合
公
園

や
新
校
舎
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
同
様
に
、
有
事
の
際

に
集
合
場
所
や
仮
設
住
宅
建
設
地
と
し
て
確
保
す

る
こ
と
も
考
慮
し
な
が
ら
、
計
画
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
役
場
庁
舎
の
建
設
の
必
要
性
に
つ
い
て

は
、
防
災
上
や
施
設
の
老
朽
化
、
利
便
性
の
観
点

な
ど
か
ら
十
分
認
識
し
て
お
り
、
来
年
度
に
は
、

必
要
な
建
物
規
模
や
敷
地
面
積
な
ど
を
把
握
す
る

た
め
の
委
託
費
を
計
上
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

併
せ
て
、
今
年
成
立
し
た
有
人
国
境
離
島
特
措

法
に
絡
め
、
災
害
時
に
防
災
拠
点
と
な
る
役
場
庁

舎
の
整
備
に
対
す
る
国
の
財
政
支
援
を
要
望
し
て

行
く
。

口村　光房
議 員

小島　正春
議 員

１
．
介
護
職
確
保
対
策
に
つ
い
て

①　

昨
年
12
月
策
定
の
総
合
戦
略
で
、
町
内
の
医

療
・
福
祉
事
業
所
と
連
携
し
、
大
学
や
専
門
学
校

と
の
関
係
づ
く
り
に
取
り
組
む
と
あ
る
が
、
現
在

の
取
組
み
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

②　

浜
田
市
の
成
功
例
を
参
考
に
シ
ン
グ
ル
ペ
ア

レ
ン
ト
を
公
募
し
て
は
ど
う
か
。

２
．
助
成
の
拡
充
に
つ
い
て

①　

今
年
度
か
ら
実
施
の
、
Ｕ
タ
ー
ン
者
を
対
象
と
し

た
「
ま
き
網
就
業
者
確
保
対
策
事
業
」
の
助
成
金
を
、

福
祉
事
業
所
や
保
育
事
業
所
ま
で
拡
充
し
て
は
ど
う
か
。

②　

医
療
・
介
護
な
ど
従
事
者
を
対
象
に
、
充
実

し
た
引
越
し
費
用
助
成
を
行
っ
て
い
る
が
、
生
活

が
安
定
す
る
ま
で
の
一
定
期
間
、
家
賃
助
成
ま
で

拡
充
し
て
は
ど
う
か
。

　

１
‐
①　

こ
れ
ま
で
事
業
所
で
は
、
直
接
学
校
を
訪

問
し
、
積
極
的
に
実
習
生
の
受
け
入
れ
を
行
う
な
ど
就

労
に
繋
が
る
き
っ
か
け
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

ま
た
、
町
も
医
療
・
保
育
の
実
習
生
受
け
入
れ

や
、直
接
大
学
を
訪
問
し
て
の
採
用
活
動
、ス
ポ
ー

ツ
合
宿
受
入
れ
等
、
新
た
な
交
流
の
機
会
を
設
け

る
と
い
っ
た
取
り
組
み
を
し
て
お
り
、
今
年
度
の

介
護
事
業
所
で
１
名
、
保
育
園
で
２
名
の
採
用
に

繋
が
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

福
祉
関
係
の
人
材
確
保
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に

事
業
所
が
主
体
と
な
っ
て
進
め
て
行
く
も
の
で
あ
り
、

離
職
防
止
の
た
め
の
環
境
整
備
を
行
う
こ
と
も
必
要

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
実
習
生
の

受
け
入
れ
が
行
い
易
い
体
制
支
援
な
ど
、
事
業
所
や

学
校
と
協
議
を
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

１
‐
②　

本
町
で
は
、
昨
年
か
ら
シ
ン
グ
ル
ペ
ア
レ

ン
ト
に
限
定
せ
ず
、
広
く
福
祉
従
事
者
と
な
る
方
に

対
し
、
就
労
一
時
金
や
引
越
し
費
用
の
助
成
を
始
め

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
２
つ
の
事
業
所
で
５
名
の
採
用

に
至
っ
て
お
り
、
今
ま
で
同
様
に
対
象
者
を
限
定
せ

ず
に
実
施
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

２
‐
①　

県
外
在
住
者
が
島
根
に
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
し

た
際
、
介
護
分
野
も
対
象
と
な
る
、
ふ
る
さ
と
島

根
定
住
財
団
の
助
成
制
度
の
活
用
、
ま
た
、
本
町

で
は
昨
年
か
ら
新
規
に
学
校
を
卒
業
し
た
生
徒
の

地
元
就
職
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
就
労

助
成
金
交
付
事
業
を
開
始
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
人
材
確
保
に
取
り
組
む
事
業
所
に
就

労
し
た
際
の
支
度
金
助
成
や
島
根
県
が
取
り
組
む

こ
と
と
し
て
い
る
「
過
疎
地
域
新
規
卒
業
者
等
雇

用
促
進
支
援
事
業
」
な
ど
の
補
助
事
業
を
有
効
に

活
用
し
て
、
幅
広
く
人
材
確
保
に
向
け
た
取
り
組

み
を
検
討
し
て
行
く
。

２
‐
②　

昨
年
、
家
賃
の
上
限
を
５
万
円
か
ら

４
万
円
に
見
直
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
事
業
所
か

ら
住
宅
手
当
の
支
給
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

家
賃
に
つ
い
て
は
、
福
祉
事
業
所
に
限
っ
た
こ

と
で
は
な
く
、
全
般
に
わ
た
る
こ
と
で
も
あ
り
、

拡
大
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
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議
会
活
動
日
誌

・
東
京
都
あ
き
る
野
市
議
会
会
派

　
（
隠
岐
島
前
病
院
）
視
察

・
坂
根
正
弘
氏
ま
ち
づ
く
り
講
演
会

・
隠
岐
広
域
連
合
議
会
総
務
消
防
常

　

任
委
員
会

・
例
月
出
納
検
査

・
外
浜
安
全
祈
願
祭

・
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

・
小
中
一
体
型
新
校
舎
竣
工
式

・
新
潟
県
佐
渡
市
議
会
社
会
文
教
常
任

　

委
員
会
（
隠
岐
島
前
病
院
・
隠
岐
ユ

　

ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
）
視
察

・
産
業
振
興
事
業
開
発
審
査
委
員
会

・
大
相
撲
八
角
部
屋
合
宿
歓
迎
会

・
民
生
委
員
推
薦
会

・
山
口
県
阿
武
町
議
会
（
西
ノ
島
町

　

議
会
と
の
意
見
交
換
会
）

・
町
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

・
町
議
会
全
員
協
議
会

・
西
ノ
島
町
成
人
式

・
例
月
出
納
検
査

・
決
算
審
査
及
び
定
期
監
査
（
７
日
間
）

・
隠
岐
広
域
連
合
議
会
隠
岐
航
路
調

　

査
特
別
委
員
会

・
隠
岐
広
域
連
合
議
会
運
営
委
員
会

・
キ
ン
ニ
ャ
モ
ニ
ャ
祭

・
隠
岐
広
域
連
合
議
会
全
員
協
議
会

・
島
根
県
土
木
部
へ
の
要
望
活
動

７月８月
　
　

西
ノ
島
町
議
会　

広
報
調
査
特
別
委
員
会

《
町
議
会
６
月
定
例
会
の
概
要
》

６
月
23
日
（
木
）

・
本
会
議

　

町
長
諸
般
の
報
告
、
議
長
諸
般
の
報
告
、　　

　

両
常
任
委
員
会
報
告
（
町
内
外
視
察
）

　

一
般
質
問
（
２
名
）

　

議
案
上
程
（
報
告
３
件
・
議
案
18
件
（
内
補
正

　

予
算
案
７
件
））

　

請
願
（
２
件
）・
陳
情
（
１
件
）

・
委
員
会
審
査
（
※
の
と
お
り
）

６
月
24
日
（
金
）

・
委
員
会
審
査
（
※
の
と
お
り
）

・
本
会
議

　

両
常
任
委
員
会
報
告（
委
員
会
審
査
結
果
に
つ
い
て
）

　

質
疑
・
討
論
・
表
決
（
議
案
は
全
て
、
原
案
の

　

と
お
り
承
認
及
び
可
決
さ
れ
た
）

　

閉
会
中
の
継
続
審
査
等
の
申
出
（
各
委
員
会
の

　

閉
会
中
の
継
続
調
査
が
可
能
と
な
り
、
請
願
・

　

陳
情
は
、
全
て
継
続
審
査
と
な
っ
た
）

※
〈
委
員
会
審
査
日
程
及
び
概
要
〉

　

委
員
会
審
査
と
は
、
原
則
各
所
管
に
属
す
る
事

務
に
つ
い
て
、
本
会
議
か
ら
付
託
さ
れ
た
議
案
・

請
願
な
ど
を
詳
細
に
審
査
・
調
査
す
る
も
の
。

総
務
福
祉
常
任
委
員
会

【
所
管
】
一
般
行
政
、
教
育
、
消
防
、
厚
生
福
祉
、

保
健
及
び
そ
の
他
の
常
任
委
員
会
の
所
管
に
属
し

な
い
事
項

　

６
月
23
日
（
木
）　

午
後　

総
務
課
・
財
政
課
・

　

町
民
課

　

６
月
24
日
（
金
）　

午
前　

健
康
福
祉
課
・
教

　

育
課
・
み
た
保
育
園　

午
後　

町
長
及
び
副
町
長　

請
願
２
件
・
陳
情
１
件

　
産
業
建
設
常
任
委
員
会

【
所
管
】　

農
林
水
産
、
商
工
観
光
、
道
路
橋
梁
、

河
川
、
漁
港
、
港
湾
、
そ
の
他
土
木
一
般
（
農
林

土
木
を
含
む
。）
公
営
住
宅
及
び
上
下
水
道
に
関

す
る
事
項

　

６
月
23
日
（
木
）　

午
後　

財
政
課
・
環
境
整

　

備
課
・
教
育
課

　

６
月
24
日
（
金
）　

午
前　

地
域
振
興
課
・
町

　

長
及
び
副
町
長

本
会
議
・
常
任
委
員
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

町
議
会
本
会
議
や
常
任
委
員
会
は
、
誰
で
も
傍

聴
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
当
日
、
名
簿
に
署

名
い
た
だ
き
御
入
場
下
さ
い
。

　

ま
た
、
傍
聴
す
る
際
は
、
西
ノ
島
町
議
会
傍
聴

規
則
な
ど
を
遵
守
し
て
下

さ
い
。
な
お
、
席
に
限
り

が
あ
る
た
め
、
入
場
が
制

限
さ
れ
る
場
合
が
ご
ざ
い

ま
す
こ
と
を
予
め
ご
了
承

下
さ
い
。

議会だより

　

平
成
28
月
２
月
15
日
に
逝
去
さ
れ
た
元
助
役

の
古
木
和
男
氏
に
叙
勲
と
し
て
瑞
宝
双
光
章
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

氏
は
、
昭
和
39
年
に
西
ノ
島
町
に
奉
職
し
て

以
来
21
年
間
、
豊
富
な
経
験
と
卓
抜
な
る
見
識

を
も
っ
て
地
方
自
治
の
発
展
に
貢
献
し
、
厚
生

課
長
、
水
道
課
長
、
商
工
観
光
課
長
、
税
務
課
長
、

総
務
課
長
、
企
画
課
長
、
交
通
室
室
長
、
西
ノ

島
町
収
入
役
を
歴
任
し
た
後
、
平
成
３
年
３
月

に
は
西
ノ
島
町
助
役
に
就
任
し
、
平
成
11
年
ま

で
の
２
期
８
年
間
、
卓
越
し
た
識
見
を
活
か
し

本
町
の
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
13
年
に
西
ノ
島
町
議
会
議
員
に

初
当
選
し
、
町
議
会
議
長
、
島
前
町
村
組
合
議

長
ほ
か
、
数
々
の
要
職
を
歴
任
し
、
町
民
の
代

弁
者
と
し
て
不
断
の
熱
意
を
も
っ
て
地
方
自
治

の
伸
展
、
産
業
振
興
等
、
地
域
振
興
に
大
き
く

貢
献
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
章
は
、
氏
の
こ
の
よ
う
な
功
績
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

長
年
に
亘
る
ご
尽
力
に
敬
意
を
表
し
ま
す
と

と
も
に
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。


